
これまで地層処分レポートでは様々なテーマを取り上げてきましたが、

「高レベル放射性廃棄物って何？」「地層処分の仕組みは？」という声をいただいております。

そこで本編では、地層処分事業の概要についてご紹介します。

ガラス固化体（高レベル放射性廃棄物）とは

●原子力発電により発生した使用済燃料は、廃棄物の減容化・有害度の低減・資源の有効利用の観点から、

再処理工場で再利用できるプルトニウムなどを回収します。

残った廃液をガラスにとかし込んでガラス固化体にします。

●このガラス固化体を、「高レベル放射性廃棄物」といいます。
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使用済燃料 ガラス固化体（高レベル放射性廃棄物）

最終処分原子力発電所

※日本原子力研究開発機構（JAEA）の研究施設から発生したガラス固化体、及び上記の再処理の際に発生するTRU廃棄物のうち放射能レベルが
一定以上のもの（地層処分対象TRU廃棄物）も、同様に地層処分の対象となります。

ガラス固化体

40,000本以上
埋設する計画

再処理 貯蔵・管理

各発電所などに貯蔵している

使用済燃料(約19,000トン)をすべて

再処理すると合計 約27,000本相当

既に国内に存在するガラス固化体 約2,500本

●ガラス固化体を40,000本以上埋設できる施設を全国で１ヶ所つくる計画です。

●地上施設は1～2ｋ㎡、地下施設(地下300m以上)は6～10ｋ㎡程度の想定です。

処分パネル（処分坑道の集合した区画）

ガラス固化体を金属製
容器に密封する施設など

地上施設イメージ

建設中 地下施設閉鎖操業中 地上施設撤去 閉鎖後

管理棟内のイメージ

地下施設イメージ



地層処分の仕組み
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20年程度の調査期間中、放射性廃棄物は一切持ち込まない

文献調査

自治体からの応募、も
しくは、国からの申入れ
を自治体が受諾

処分地の選定プロセス

●最終処分法では、概要調査（ボーリング調査）、精密調査（地下施設における調査）を経て、

最終処分地を選定する方針です。

●概要調査を実施するかどうかの検討材料（地域の地質に関する資料やデータ）を提供するため、

あらかじめ文献調査を実施します。調査期間中は、市町村でこの事業について議論を深めていただく、

いわば対話活動の一環です。

●市町村が概要調査以降に進もうとする場合には、改めて都道府県知事と市町村長のご意見を聴き、

これを十分尊重することとしており、当該都道府県知事又は市町村長のご意見に反して、先へ進みません。

岩盤オーバーパック
(金属製容器)
厚さ ：約20cm

緩衝材(粘土)
厚さ ：約70cm

ガラス固化体

高さ
約130cm

重量：約500kg

直径：約40cm

人工バリア 天然バリア

300m

以上

•ガラス固化体と
地下水の接触
を防止

•放射性物質をガラ
スと一緒に固める

•水にとけにくい

•水を容易に通さな
い

•放射性物質を吸
着し、移動を遅ら
せる

•酸素が少ないため
物質が変化しにく
い

•地下水の流れが
遅い

•人間の生活環境
から隔離する

●地下深部では、酸素が少ないため物質が変化しにくく、地下水の流れが遅くなるため、生物の化石が

数千万年以上前の形状を保ったまま、確認されることもあります。

●地層処分では、地下深部の天然バリアに、人工バリアを組み合わせることで、人間の生活環境へ影響が

ないように、ガラス固化体を隔離し閉じ込めます。
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